
東海第二原発は北 10kmの東海村にある。2011年の大震災にあった、運転開始から 42年の老朽原発。30km圏内に 94万人が住む。 
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「
東
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市･

日
立
市
の
講
演
で
） 

ドイツ（メルケル政権）は福島原発事故後すぐ、原発を 2022 年までに段階的

に全廃させることを決め、再生エネルギーへ大きく転換しています。 

他方、日本（自・公政権）は、地球温暖化対策と称し原発の再稼働を進め、 

エネルギー基本計画(素案、下に図示）)では、現在、全電力の６％程度に過ぎない

原発の発電割合を 2030 年までに２０～２２％に伸ばす計画です。目標を達成

するには計算上、東海第二等の許可済み原発はもちろん、原子力規制委員会が審

査中の原発も全て含めた全基（計 27 基）の再稼働が不可欠です。 

ですから原電（東海第二原発の保有会社）は、周辺住民が再稼働に反対し、市

町村が避難計画作成に苦しんでいようが、また水戸裁判所から「再稼働差し止め」

を命じられようが全く無視して工事を進め、来年 12 月には試運転検査を終え、

営業運転にもちこむ構えです。 
 

チラシを配り歩いていると、皆さんが一様に「 再稼働に反対だが、 

どのように声をあげたらよいのか ？ 」とおっしゃいます。 
 

原発再稼働に力を入れる国や県の政治を選んでしまって、 

危険と隣り合わせの生活を続けるのはイヤですね。 

第６次エネルギー基本計画(素案)・・・7月に経産省発表 

 

素案は、原発部門を地球温暖化対策

として再生可能エネルギーと並んで大

きく伸ばす計画で(図)、原発の危険性

には目をつぶっています。 
 

国は原発を伸ばすために、 

➀ 原子力規制委員会の審査に合格 

した原発は再稼働させる。 

（東海第二原発は合格済み） 

② 国も前面に立ち、地元の理解と 

協力取り付けに取り組みます。 
 

だから原電・東海第二原発は強気なわけで、 

この政治状況を変えたいですね。 

図 電源別構成の増減案 

   20～22％ 
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原子力 

  36～38％ 
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業
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ご
協
力
に
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謝
し
ま
す
。
ご
支
援
を
お
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し
ま
す
。 

最
寄
り
の
会
員
ま
た
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１
面
上
部
の
連
絡
先
（
佐
藤
）
に 

連
絡
を
。
詳
し
く
は
そ
の
際
に
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東海第二原発への 声 声  声 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

長砂 70前後の男性（夕涼み中） 
 

男性：暑いのにご苦労さんです。東海第二を

本当に動かすのかね？ 

会員：会社の予定では、来年(2022 年)12 月

には工事も検査も終え、営業運転に持

ち込むようです。 

男性：放射能が放出されると 30 分もあれば

ここに届く。どのみち逃げようがない

し、放射能で汚染され住めなくなる。

なぜ会社(原電)はそこが分からないの

かね・・・。 

会員：会社は、住民の安全が最優先というが、

実際はそうではなく、会社の都合しか

目がいかないで、住民の避難など知っ

たことでないのでは。 

男性：本当に困ったものだ。 

那珂湊 商店経営者(非海産物) 
 

 福島原発事故から 10 年。政府がトリチウ

ムの汚染水を海洋放出すると決めた。観光客

もまだ元に戻ってねぇのに、これじゃ街が潰

されちまう。漁業関係者はもちろんだろが、

陸(おか)で商売しているおいら
・ ・ ・

も絶対反対だ! 

政府に、原発汚染水の「海洋放出」やめて 

『大深度地中貯留』処分を提案 

全国沿岸漁民連絡協議会(JCFU)事務局長  二平 章 
 

政府は、今年 4 月に福島第一原発からでる処理汚染水を海洋

放出する方針を決定しました。これに対して JCFUは、昨年より

総埋大臣はじめ関係閣僚に、汚染水を海洋放出しないよう求め

る要請書などを出していますが、この程、私たちは、海洋放出に

代わる方法として「大深度地中貯留処分法」を提案しました。 

これは 1000ｍ以上深い地下にある貯留層へ薄めた処理水を圧

入する方法（右図）です。この方法は「海洋放出」に比べてはる

かに安全な汚染水処理方法です。長所は次の通りです。 
 

(1) ３～5 年で全ての汚染水タンクを空にできる。（「海洋放出」では 20 年間） 

(2) 確実：経産省主導の CCS プロジェクトにおいて、30 万トンの二酸化炭素を

圧入処理した実績あり。 

(3) 風評被害の懸念が少ない：1000 年以上も地上には漏れません。 

(4) リーゾナブルなコスト：凍土壁のコストのわずか５分の 1。 

（詳しくは、http://jcfu-report.sakura.ne.jp/report-3.html 参照） 

 

 9 月 5 日投票の県知事選は、現職の大井川

氏が、東海第二原発の再稼働について賛否を

明らかにしないで、再稼働反対の田中候補を

大差で破りました。 

投票日の出口調査(グラフ上段)では、県民

は「再稼働反対」66％、「賛成」33％でしたが、

実際の投票(グラフ下段）では、「再稼働反対」

と考えている人の 70％余りが、また再稼働賛

成の人では約 90％が大井川氏に投票しまし 

た。  

も影響していることでしょう。 

 ＊知事は、➀専門家チームによる県独自の

安全性チェック ②実効性のある避難計画の

作成 ③県民の意向 を踏まえて判断すると

述べていました。 

「 県民の圧倒的多数 」
 

（NHK選挙ウェブより） 

http://jcfu-report.sakura.ne.jp/report-3.html

